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 わたしは、小学校まで、でんしゃとバスにのってとうこうしています。１年

生のわたしは、せもひくく、力もあまりないので、まいにちおもいランドセル

とおべんとうの入ったバッグをもって、でんしゃにのるのは、たいへんです。 

 でんしゃでは、いすとかべについている手すりしか、手がとどきません。で

んしゃはゆれるので、手すりをもたないとこけてしまうのですが、あさのでん

しゃがこんでいるときに、手すりをさがすのはたいへんです。 

 でも、わたしがでんしゃにのると手すりのばしょをゆずってくれる人がいま

す。いつも、「ありがとうございます」と、ひとことしかいえないですが、ここ

ろの中ではなんども「ありがとうございます」といっています。そして、うれ

しい気もちでいっぱいになります。 

 ６月になって、小学校のおかえりのバスにのっていると、ていりゅうじょで

おばあさんがのってこられました。わたしはすわっていて、ほかのおせきもあ

いていませんでした。 

 いつも、学校でもじたくでも、『おとしよりや、けがをしている人、あかちゃ

んがいる人には、おせきをゆずりましょう』とおしえてもらっているので、そ

のおばあさんにおせきをゆずろうとおもったとき、きゅうにドキドキしました。

おせきをゆずるのに、ドキドキするとはおもっていなかったので、びっくりし

ましたが、ゆうきをだして、 

 「どうぞ、すわってください」 

といって、おせきをたちました。おばあさんは、 

 「いいの？ありがとう」 

といって、すわってくださいました。すわってもらって、ドキドキがスーッと

きえて、うれしいきもちにかわりました。 

 じたくにかえってから、おせきをゆずれたことを、おかあさんにいうと、た

くさんほめてくれました。ドキドキしたこともおはなしすると、「おかあさんも

ドキドキするのよ」と、いっていました。 

 わたしは、しらない人に「どうぞ」をするのは、大人でもドキドキして、ゆ

うきがいるんだなぁと、おもいました。  

 でんしゃで、手すりのばしょをゆずってくださる人も、ドキドキしているの

かなぁとおもうと、よけいにうれしいきもちになりました。 


